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　9月9日・10日の2日間、岩出山地域で
第60回政宗公まつりが開催されました。
　初日の9日は、伊達家霊

れいびょう
廟での「墓

ぼさ ん
参儀式」

やまつりの成功と安全を祈願する「祈念式典」が
行われました。夜には、「宵まつり」が開催され、よさこ
い踊りや岩出山ふるさと音頭などが披露され、また
たくさんの露店が軒を連ねたこともあり、会場は多く
の人でにぎわいました。
　10日の本まつりのメインイベントである「伊達武者
行列」では、第60回を記念して市内各地域からの代表
者で結成された「おおさき騎馬武者隊」が出陣し、沿
道から大きな歓声が上がりました。
　

▲本陣前でよさこい踊りが
披露された

問 環境保全課環境保全担当 ☎23-6074

みんなでエコっぺ！みんなでエコっぺ！
～やってみよう「エコ活」～～やってみよう「エコ活」～

Vol.9 ～「V
ブイツーエイチ

2H」を取り入れよう～
　V2Hとは、電気自動車（EV）などの大容量バッ
テリーを家の電源として活用するシステムで
す。
   太陽光発電設備との併用で、日中発電した電
力のうち、家で使用して余った分はEVの充電に
使用できるほか、夜間や雨天時における電力を
EVから供給できます。設備導入により、家庭で
の買電量が消費電力の10%になり、また電力由
来のCO₂排出量が約90%削減された事例があ
ります。
   皆さんもV2Hの導入を検討してみませんか。
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nnstagramstagramは、は、

行行政情報だけではなく、観光やイベント情報も盛り政情報だけではなく、観光やイベント情報も盛り
込込み、充実した情報をお届けします。二次元コードみ、充実した情報をお届けします。二次元コード
かから、登録をお願いします。ら、登録をお願いします。

問 秘書広報課広報広聴担当 問 秘書広報課広報広聴担当 ☎☎23-502323-5023

InstagramInstagram

図書館の情報図書館の情報
を発信⇨を発信⇨

男女共同参画相談室 With おおさき男女共同参画相談室 With おおさき
の情報を発信⇩の情報を発信⇩

X（旧Twitter）X（旧Twitter）

FacebookFacebook

大崎市公式SNS発信中です大崎市公式SNS発信中です！！ちおこらむちおこらむ
地域おこし協力隊コラム地域おこし協力隊コラム

　鳴子総合支所地域振興課に所属している「ちお
こ（地域おこし協力隊）」の渡辺です。
　「こけしの岡仁」で伝統こけし工人の修行をしな
がら、大崎市の見どころやイベント情報を発信し
ています。
　今月中旬から「鳴子峡」の紅葉が見ごろを迎えま
す。色鮮やかな紅葉を背景にこけしの写真を撮れ
ば、小さな秋の思い出になりますよ！
　おすすめは、お気に入りのこけしと中山平温泉
駅から、鳴子峡までのハイキングです。心地良い秋
風の中、約30分の道中のお
供に鳴子こけしはぴったり。
帰りに道中の日帰り温泉に
ゆったり浸かれば、心も体も
リフレッシュできます。
　これからも、大崎市ならで
はの魅力を発信していきます
ので、よろしくお願いします。

問  政策課地方創生担当 ☎23-2129

鳴子温泉地域で活動している渡辺です！
Vol.6

問 農政企画課世界農業遺産未来戦略室  ☎23-2281

宮城県南郷高等学校の生徒が静岡県の
世界農業遺産を学びました！「 」vol.42vol.42

オオサキワンダーミュージアム
人と大自然の青空博物館

　8月1日～3日にかけて、宮城県南郷高等学校の
生徒（有志）が静岡県を訪れ、世界農業遺産などを学
ぶ研修を行いました。
　世界農業遺産に認定されている「静岡水わさびの
伝統栽培」を学ぶため、伊豆市の担当職員から「わさ
び栽培」について説明を受けた後、「筏

いかだば
場のわさび田」

を訪れ、生産者から栽培方法や当時の苦労した点な
どについて話を聞きました。
　「現在はトロッコを使って収穫を行っているが、昔
は人力で行っていた。籠がいっぱいになるたびに、上
り下りを繰り返さなくてはならず、とても大変だっ
た」と話していました。
　生徒が、現地を視察し、生
産者から話を聞いたことで、
わさび栽培について知るこ
とができました。
  今回の研修を通して、世界
農業遺産「大崎耕土」への関
心がより高まりました。

▲真剣な表情で生産
者の話を聞く生徒

▲技術の習得に日々
励んでいます▶I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram
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９
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。
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９
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農
業
用
水
と
城
の
外
堀
を
兼

ね
た
内
川
は
こ
の
と
き
に
造
ら

れ
、世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

や
、大
崎
耕
土
の
世
界
農
業
遺
産

の
認
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

政
宗
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ま
つ
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和
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６
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年
）、仙
台
青
葉

城
跡
に
建
立
さ
れ
て
い
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政

宗
公
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和
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、岩
出
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城
山

公
園
に
移
設
さ
れ
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契
機
に
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達
政
宗
公
の
遺
徳

を
し
の
び
、そ
の
業
績
を
顕
彰

し
、歴
史
を
長
く
後
世
に
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
つ
り
の
最
大
の
見
せ
場
は

「
伊
達
武
者
行
列
」。今
か
ら
約
４
３
０

年
前
の
文
禄
元
年（
１
５
９
３
年
）、

３
千
人
も
の
大
勢
を
率
い
て
岩
出
山

を
出
発
し
、上
洛
す
る
武
者
姿
を
再
現

し
た
も
の
で
す
。
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達
者
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賛
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れ
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ら

び
や
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を
装
っ
た
騎
馬
武
者

隊・
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑

武
者
隊
な
ど
の
勇
壮
な
様

子
は
、ま
さ
に
動
く
戦
国
絵
巻
そ
の

も
の
で
あ
り
ま
し
た
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私
も
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川
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役
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し
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し
た
。

　

徳
川
家
康
は
、政
宗
公
に
先
ん

じ
て
岩
出
山
に
入
っ
て
岩
出
山
城

を
整
備
し
て
お
り
、岩
出
山
ゆ
か

り
の
武
将
で
す
。そ
の
家
康
役
で

騎
馬
武
者
行
列
の
先
陣
を
切
り
ま

し
た
。

　
伊
達
な
国
づ
く
り
を
体
感
す
る

た
め
に
、岩
出
山
を
探
索
し
て
み
ま

し
ょ
う
！

　
政
宗
公
が
岩
出
山
城
跡（
政
宗
公

立
像
）、有
備
館
駅（
政
宗
公
騎
馬

像
）、竹
工
芸
館（
政
宗
公
座
像
）で

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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き
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」
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